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【論文要旨】
本研究では，現代語においても漢字表記の揺れが見られる「カタイ」という語の意味を，現代語
における意味分析の研究と近代雑誌コーパスの用例を基に分析し，意味分析によって得られた意味
の分類に従って，近代雑誌コーパスを用いて表記の使用実態を調査した。その結果，［硬度］，［密
着］，［不変］，［表現］，［堅実］，［精神］の 6 つの意味を立てられ，近代雑誌コーパスにおいては
［硬度］，［密着］，［不変］が頻度の高い意味で，［表現］，［堅実］，［精神］が頻度の低い意味である
ことがわかった。次に，「堅」，「固」，「硬」の 3 つの表記を分析し，「硬」は意味の範囲が限定さ
れており，特に1901年頃に出現する硬度を表す概念に用いられやすいことがわかったほか，［堅実］
の意味では「堅」，［精神］の意味では「固」が優先的に使用されるが，［硬度］，［密着］，［不変］
の 3 つの意味においては「堅」と「固」が拮抗し，近代においても表記の揺れが見られることが
明らかになった。
【キーワード】 意味分析，表記の揺れ，多義語，コーパス，「カタイ」
. はじめに
. 研究の背景
和語の表記史における近代は，近代以前に多く見られた表記の揺れ（1 語複数表記）が，統一
（1 語 1 表記）の方向に向かった時代であることが言われている（今野2013）。橋（2016）では，
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和語の動詞の高頻度語100語を対象とし，『日本語歴史コーパス 明治・大正編雑誌』の『太陽』
を用いて計量的に分析することによって，和語が「1 語複数表記」から「1 語 1 表記」に向かうこ
とを実証的に明らかにした。また，現代語においても複数表記が残り続ける語に関しては，橋
（2015）において「アウ（合，會，逢，遭，遇）」を取り上げ，用例の共起語分析から意味分類を
立て，それぞれの意味に複数の表記が使用されていたところから，特定の意味が特定の表記で書き
分けられる方向に向かうことを明らかにした。しかし一方で，意味による書き分けが明確でない複
数表記語は近代においても見受けられ，そのような語の詳細な分析には至っていない。
そこで本稿では，複数の表記が使用され，かつ表記の書き分けの基準が明確でない語である「カ
タイ」を取り上げ，意味と表記の分析を行う。「カタイ」を分析対象とする理由としては，第 1 に，
現代語ではあるが，二人の意味論の研究者によって詳細な意味分析が行われており，意味の研究の
蓄積があること，第 2 に，多義の構造が複雑で，表記との対応の分析対象として有用であること
が挙げられる。
カタイの表記について籾山（1994）は，現代小説における例を根拠に，例えば「堅い骨」と
「固い棒」というように，固体に関してカタイが用いられる場合に表記の揺れが見られることを指
摘しているほか，現代語の辞書の記述から，「堅」と「固」の区別はつけにくいことを述べている。
これらの記述は，それぞれ 2，3 件の用例，あるいは研究者自身の内省によるものであると考えら
れるが，コーパスを用いて計量的に分析することによって初めて，書き分けの傾向がある，あるい
は表記の揺れが見られるといった実態が明らかになると考えられる。本研究では，意味分析によっ
て立てられた意味分類を基に，近代雑誌コーパスを用いて計量的に表記の分析をすることで，詳細
に意味と表記の対応関係を明らかにする。
. 「カタイ（堅，固，硬）」と「カタイ（難）」
2.2で後述する先行研究の国立国語研究所（1972）と籾山（1994）のいずれにおいても，「むず
かしい，困難である」の意味のカタイの表記は「難」が安定して用いられ，「堅」，「固」，「硬」が
使用されるそのほかの意味とは一線を画していることが別語意識につながることを指摘している。
「堪え難い」のように，接尾辞的に動詞に接続する点も「むずかしい，困難である」の意味のカタ
イにのみ許容される形式であり，同様にこれらの複合語には「堅」，「固」，「硬」は用いない。さら
に，国立国語研究所の短単位規定においても「固い」と「難い」が別の語彙素とされている。以上
の理由から，「むずかしい，困難である」の意味のカタイは別語として扱い，本稿においては調査
対象外とする。
. 調査方法
. 意味の区分
多義語の意味分析においては，複数の意味のうち，まずプロトタイプ的意味を認定し，そのプロ
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トタイプ的意味を基点として，それぞれの意味がどのような動機づけで拡張していくかを明らかに
することによって，意味の区分が立てられる。本研究では，2.2で挙げる先行研究における意味区
分の問題点を考察し，表記の分析に適切な意味の区分を認定するほか，意味分析によって立てられ
た意味の区分・分類が，近代におけるカタイの実態に適用できるかを確認するために近代雑誌コー
パスの用例を用いる。用例からは，「カタイ（カタクなる）」の主体となる語，「カタイ」が修飾し
ている語などの共起語が抽出できる。共起語の中には，複数の意味に関連付けられる要素を持ち，
中間的な位置づけにある例も存在すると考えられるが，本研究では近代雑誌コーパスから抽出でき
た全ての用例を，いずれかの意味に必ず分類する立場を取る。
. カタイの先行研究
カタイの意味を分析した先行研究としては，国立国語研究所（1972）と籾山（1994, 2002, 2016）
が挙げられる。国立国語研究所（1972）は，1900年代から1960年代までの小説と雑誌を中心に網
羅的にカタイの用例を採集し，下記の表の 0 から 5 までの 6 つの意味の大分類を立て，その下位
分類として小分類を立てながら，一つ一つの用例を詳細に分類している。
籾山（1994）は，国立国語研究所（1972）ではカタイの意味が包括的に記述されているが，そ
れぞれの意味間の関係や，多義構造が明らかになっていないことを指摘し，現代小説（1980～90
年代）の用例を基に，意味の分析と記述を詳細に行い，意味の拡張の過程，および多義構造を明ら
かにしている。籾山（1994）では，カタイの意味を 7 つの意味1 から成り立つとしている。籾山
（2002）では，籾山（1994）の調査結果をまとめ，多義語のモデルとしてカタイを位置づけている
ほか，意味拡張の動機づけの追加説明を行っている。籾山（2016）では，籾山（1994）で分析の
及ばなかった一部の意味について追加して分析しており，またメトニミーのフレームに基づいて，
それぞれの意味の基本義からの意味拡張の過程を明らかにしている。
表 1 には，国立国語研究所（1972）と籾山（1994, 2016）におけるカタイの意味の分類と，そ
れぞれの先行研究で示されている典型的な用例を載せた。順序は籾山（1994，多義的別義～）
と籾山（2016，意味～）に準じ，国立国語研究所（1972）の意味分類を対応させた。なお，
籾山（2016）における意味，，は，それぞれ籾山（1994）の多義的別義，，と重複
するため，表内では省略する。
用例のうち，下線が付されているものは，両先行研究で異なる分類に属している用例であり，
【 】内には他方の先行研究での分類番号を示した。その際，それぞれの分類を，国立国語研究所
（1972）は「分類」，籾山（1994）は「別義」，籾山（2016）は「意味」で表した。以降，「分類（ ）」
は国立国語研究所（1972），「別義（ ）」は籾山（1994），「意味（ ）」は籾山（2016）の意味分
類と番号を表す。太字にしたものは，他方の先行研究で言及のない用例である。
2 つの先行研究の意味の区分は，国立国語研究所（1972）の分類，と籾山（1994）の多義
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表 先行研究におけるカタイの意味の記述と分類
国立国語研究所（1972) 山（1994, 2016)
「0. 物体の質がじょうぶであって，力を加えられて
も形が変わりにくい」
鉄はカタイ カタイ鉄
肉がカタクなる
恐怖で体がカタクなる【別義】
カタイ土盤/基礎
多義的別義〈単一の固体に関して外部から加えられ
る力に対して抵抗感を感じさせるさま〉
鉄はカタイ カタイ鉄
肉がカタクなる
体がカタイ【分類】
「1. 物どうしが，ぴったりと，またはしっかりと，
くっつけられ，いっしょにされた状態」
口をカタク閉じる びんの栓がカタイ
カタク握る 結束/団結がカタイ
口がカタイ/財布の紐がカタイ（慣用化）
多義的別義〈複数の密着したものに関して引き離そ
うとする力に対して抵抗感を感じさせるさま〉
口をカタク閉じる びんの栓がカタイ
カタク握る 結束/団結がカタイ
口がカタイ/財布の紐がカタイ（推論的転義）
「2. 無形のものに関して，それがしっかりした，ゆ
るがしがたい状態」
カタイ決意 カタク決心する カタク断る
守り/ガードがカタイ
カタイ約束/カタク約束する
A 氏の当選はカタイ【別義】
配当が50万円はカタイ【別義】
多義的別義〈（人間の)状態・性質に関して変化を引
き起こそうとする力に対して抵抗感を感じさせるさま〉
カタイ決意 カタク決心する カタク断る
守り/ガードがカタイ
カタイ雰囲気【分類】
カタイ人/職業【分類】
多義的別義〈未確定の事柄に関してその事柄以外の
可能性を考えようとする力に対して抵抗感を感じさせ
るさま〉
A 氏の当選はカタイ【分類】
配当が50万円はカタイ【分類】
「4. まじめな実直な性質で，まちがいない。安全な
堅実なやりかたで，信用がおける」
カタイ人/職業【別義】 義理ガタイ
カタイ表現/言葉/話/文体
多義的別義〈言語表現（によって表された内容）に
関して受け入れようとする力に対して抵抗感を感じさ
せるさま〉
カタイ表現/言葉/話/文体
（対応なし） 多義的別義〈人間が精神的に緊張した状態〉
恐怖で体がカタクなる【分類】
「3. ものごとから感じられる印象について，「かたい
感じ」という意味で表すもの」
カタイ線 カタイ雰囲気【別義】
カタイ色調
カタイ表情【意味】
動きがカタイ【意味】
カタイ声【意味】
カタイ音【意味】
多義的別義〈物体が直線的な輪郭を持つさま〉
カタイ線
意味〈緊張状態等の平常心ではない心理状態が表情
に現れているさま〉
カタイ表情【分類】
意味〈緊張した心理状態が原因で動きに滑らかさが
ないさま〉
動きがカタイ【分類】
意味〈緊張状態等の平常心ではない心理状態が声に
現れているさま〉
カタイ声【分類】
意味〈（触覚的に）カタイもの同士がある程度の勢
いで接触するときに発せられる音の特徴〉
カタイ音【分類】
「5. かたいを含む慣用句で，4 までに関係づけにく
いもの」
頭がカタイ 体がカタイ【別義】
目がカタイ
（記述なし）
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的別義，で概ね一致している。国立国語研究所（1972）の分類に該当する意味を籾山
（1994）では別義，に分割し，分類を 5 つの意味に分割しており，意味の区分に相違点が見
られるほか，それぞれの分類に属する用例にも細かな違いが見られる。
国立国語研究所（1972）は，1900年代から1960年代まで幅広く用例収集しているため，用例が
量的に優れているものの，分類において，「カタイ言葉」におけるカタイの意味を，「カタイ人」
などと同一の分類で「堅実なやり方で信用がおける」と説明するのは難があるほか，分類には意
味の分析に至っていない用例が残っている。籾山（1994）は，認知意味論の立場から意味拡張と
その動機づけを論じており，意味の分類や整理がより練られていると考えられる。本稿の意味分析
においては，籾山（1994）の分類，及び意味の記述によるところが大きい。しかしながら，籾山
（1994, 2016）では国立国語研究所（1972）で挙げられていた一部の例（太字にした例）について
言及がなく，本研究においてはそれらの例も含めて，近代雑誌コーパスで用例が見られる限り分析
する。
. 調査対象
2.2の先行研究の意味分析は現代語をベースに行われているが，本稿の目的としている近代にお
けるカタイの意味と表記の分析のためには，近代における用例の分析を行うことが求められる。ま
た，1.1で述べたように計量的に表記の分析をするために，近代語の用例分析に十分な数を収集で
きる手段として，本研究では国立国語研究所から公開されている『日本語歴史コーパス 明治・大
正編雑誌』の『太陽』を使用する。『太陽』のコーパスは，博文館より刊行された総合雑誌『太
陽』の1895（明治28）年，1901（明治34）年，1909（明治42）年，1917（大正 6）年，1925（大
正14）年の 5 年分（計60冊分）を対象とした全文コーパスである。総字数が約1600万字，国立国
語研究所の短単位にして約1090万語という大規模のものであり（服部ほか2016），また，分量の多
さ，多様な記事ジャンル，著者層や読者層の厚さという利点がある（田中2005, 2012）。多様な言
語資料の性質を単体で合わせ持ち，近代語の資料として代表性を有しており，表記の変遷の調査に
適切な対象資料と言える。特に，2.2の先行研究では用例収集の対象がほぼ小説に限定されていた
ため，多様な記事ジャンルを有する同コーパスは，カタイの表記を総合的に観察する上で有用であ
ると考えられる。
. 「カタイ」の意味分析
カタイの意味分析，および意味の記述においては，大部分を籾山（1994, 2016）によって行うが，
部分的に国立国語研究所（1972）の記述や用例を引用する他，近代におけるカタイの意味に即す
るために『太陽』における語彙素「固い」の全583件の用例をそれぞれの意味分類と照合した。そ
の結果，3.1以降の 6 つの意味分類が立てられた。それぞれの意味の［ ］内には，表記の分析時
に用いるアイコンを示し，【 】内には先行研究における意味番号を示した。また，各用例のキー
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には下線を引いた。
. 意味［硬度］【分類・別義】〈単一の固体に関して外部から加えられる力に対して抵抗
感を感じさせるさま〉
 水晶は鋼よりは硬うございますから、別に疵の付くことはなし、
（長岡半太郎「伊能忠敬の事蹟（接前號）」1909年14号）
 若し血管が彈力を減じて硬くなると、血液の分量に應じて伸縮が自由にならない爲に、其處
に血液と血管との摩擦が増して血壓は高くなる。
（佐多芳久「流行的傾向を示して誤解されつつある血壓亢進症及び動脈硬化症」1925年 3 号）
 鰹の新しき身を細く切りて。目笊に入れ。それに氷を多分に入れたる鹽水をかけて能く洗
ひ。肉の堅くなりし時。二杯酢にて用ふべし。
（くりや女「季節料理（七月）」1895年 7 号）
 身體は冷たく硬く、さながら木の樣になつてゐて、立ち合つた醫師は之を診察して脈搏がな
いことを確めた、
（高比良英雄「斷食の生物學的考察」1925年 5 号）
ある物体についてカタイという場合，国立国語研究所（1972）では，「押す」「叩く」「ひっぱる」
「切る」「折る」など，外部から力を加えた時，一般的には手などで触れることによって感じられる
場合が多いと説明している。籾山（1994）ではさらに，そのうち「押す」と「ひっぱる」につい
て，「大きな家具を動かす」場合に抵抗を感じる時は「重い」，「ひもをひっぱる」場合に抵抗を感
じる時は「丈夫だ」と表現することから，「カタサを感じる際の力の加え方に制約がある」ことを
指摘している。実際の用例を見ると，では水晶が鋼に比較してカタイと表現しており，鋼に傷
（疵）がつくような強い力を水晶に与えた場合でも，傷がつくことがないという記述から，外部か
らの力によって，変形しにくいことを表しているとわかる。の血管も同様で，「血液の分量の変
化」という物理的な力に対して，「伸縮」という変形がしにくいことをカタイと表現している。籾
山（1994）では，外部から力を加えた結果，相対的に強い〈抵抗感を感じさせる〉特徴があるこ
とから，このカタイの意味を〈単一の固体に関して外部から加えられる力に対して抵抗感を感じさ
せるさま〉と記述している。
また，国立国語研究所（1972）では，一般的に「ヤワラカイ」と認識される物体であっても，
同類の平均的なカタサを基準としてカタイと表現されることがあると説明しており，籾山（1994）
でも，上述の説明から，「「カタイ」という場合の〈抵抗感〉の強さは，あくまで相対的なものであ
る」と指摘している。『太陽』の実際の例においても，例えばのような「肉がカタクなる」とい
う場合には，生の状態でやわらかい肉が，加熱により相対的にカタクなることを表現していると考
えられる。の「体がカタクなる」といった場合には，生前に比較して死後，関節などが硬直し動
―  ―
かしにくくなることを相対的にカタイと表現していると考えられる。また，死後硬直に限らず，冷
えや加老，疲労などによる身体の動作における「カタさ」は，「カタイ鉄」のような外部からの力
に対する抵抗ではないが，関節を「曲げる・折る」などの動作をする場合に抵抗感を感じさせてい
ると解釈できることから，本研究では意味 1 に含まれると考える（緊張などの精神状態が身体動
作に影響する例は意味 6 で説明する）。
国立国語研究所（1972）や籾山（1994, 2016）においても指摘のある通り，この意味において
「カタイ」と表現できるのは「気体/液体/固体」のうち「固体」のみであり，気体や液体が変形し
にくいことをカタイとは普通言わない。この意味の記述に当てはまる，近代語のコーパスで見られ
た例としては，「鉄/鋼鉄板/骨/材木/金属/岩/鱗/餅/盾/氷/上皮/肉/外殻」などがあり，いずれも
固体である。
以上の分析から，本研究ではこの場合のカタイの意味を，籾山（1994）の記述から「外部から」
を削除し，〈単一の固体に関して加えられる力に対して抵抗感を感じさせるさま〉と記述し，以降
の意味 2 から意味 5 についても，〈力に対して抵抗感を感じさせるさま〉を核として意味の記述を
行う。
. 意味［密着］【分類・別義】〈複数の密着したものに関して引き離そうとする力に対し
て抵抗感を感じさせるさま〉
 熱して華氏百五十五度に至れば火を去り固く蓋を爲し置き半時間も過ぎたらば乳壜を取出し
て冷所に放置すべし、
（矢部規矩治「本邦の氣候と作物の分配」1895年 1 号）
 大抵の物質に於ては原子は原子と堅く結び付いてゐるが、金屬の場合には少くとも一個の電
子は原子から離れて自由に他の原子の間を運動して歩くのである。
（槙尾栄「無線用眞空球の話」1925年 4 号）
 思はず互に固い握手をしてすすり泣いてゐた。
（有島武郎「クララの出家」1917年10号）
 眞暗な二階の廊下に來ると、女はいきなり一つの部屋の中へ飛びこんで、堅く扉を閉めた。
（梅原成基訳/ヘルマン・ランドン作「怪奇探偵小説 緑の扉」1925年 2 号）
 怪しき木扉の門は錠を堅く施し、入る可からず。
（安東不二雄/松川実「漁舟遠航記（承前）」1895年12号）
 益々佛露兩國の同盟を固うし、其の歸途伯林に立寄りて獨帝に謁せる際、明言して曰く
（著者不明「時事」1895年11号）
「（ビン）の蓋がカタイ」，あるいはのように「蓋をカタクする」といった場合の「カタイ」は，
単一の個体の硬度に関しての意味 1 とは異なり，「蓋」と「ビン（壜）」という複数の別の個体が
―  ―
主体である。また，蓋とビンのそれぞれの硬度を表しているのではなく，それぞれの個体を引き離
そうとした場合に，強く結合してなかなか離れないことを表していると考えられる。同様の例に，
の原子間の結合，の握手などがある。この意味においては，多くが連用形で，「かたく＋動詞」
の形で用いられ，典型的な動詞としては「閉ざす/締める/結ぶ/縛る/付着する/握手する/握る/組
む」などが見られた。「カタク閉ざす」の形をとる例としては，の「扉」，の「錠」などが挙げ
られ，扉の場合は両扉，錠の場合は錠のそれぞれの部品の結合と捉えられる。類似した例に，「障
子/戸/鍵/栓」などが見られた。
また，物質・物体の結合のみならず，本研究ではの同盟といった，人に準ずるような国・組織
などの社会的集団の結合，あるいは概念の結びつきを表す場合も，密着したものが引き離そうとす
る力に対して抵抗感を感じさせていると考え，意味 2 に含む。籾山（1994）では，この意味を
〈複数の密着したものに関して引き離そうとする力に対して抵抗感を感じさせるさま〉と記述して
おり，本研究においてもこの記述に従って，意味分類を立てる。
. 意味［不変］【分類・別義】〈状態・性質が変化するに力対して抵抗感を感じさせるさ
ま〉
 眼の樣に意味ありげな鼻も、何か深い堅い決心のある樣に見えた。
（柳宗悦訳/ドーレビリー作「戀の復讐 鬼火の心」1925年13号）
 彼の頭は臘　の如く柔軟ならずして石の如く堅し。
（山路愛山「政友會の四人男 西園寺公望。原敬。松田正久。野田卯太郎。」1909年13号）
 英でも米でも獨でも領土的野心は毫も抱いて居らぬと固く信じて居ると聽く。
（西湖漁郎「段祺瑞と日支關係」1917年14号）
のような「決心」，または志，信念，決意などの人間の心的状態，の「頭」のような人間の
内的な考え方，性質がカタイと表現される，あるいはのように連用形で用いられ，「カタク信じ
る/取る（固執する，こだわる意)/定める」と表現される場合のカタイは，その状態や性質が，外
部から何らかの変化を与えようとしても，中々変化しないことを表している。また，人そのものの
性質の変化のしにくさについてカタイと表現する場合もある。
 最初は堅いと評判の男も魔がさせば盲目も同前、
（幸堂得知「心中女」1895年10号）
 彼はその二錢で手みやげを買つて遊びに來た純造を、義理堅い、と思ふ程まだ概念的な頭腦
を持つてはゐなかつた。
（原奎一郎「南京豆の袋―逆襲の戰法―」1925年10号）
燭
―  ―
では，「魔がさせば盲目も同前」という記述から，普段は品行方正で，みだらでないことをカ
タイと表現していることがわかる。の「義理ガタイ」という表現は，対人関係をおろそかにしな
いことをいい，これら 2 例は人間の性質そのものを表すカタイであると言え，また，籾山（1994）
で指摘されている通り，誘惑などの〈変化を引き起こそうとする力〉を加えても，中々変化しない
性格であると解釈できる。
次に，「守り」についてカタイと表現する例について観察する。
 唯一の城郭とせる十一號訓令の防禦甚だ堅かりしかば却りて敵に巧の裏をかれたる如き
（著者不明「〔教育〕」1895年11号）
 敵壘頑強なる故一旦退き南軍は險に據て固く守り、勝敗未だ決せぬ。
（坪谷水哉「大演習陪觀記」1909年16号）
 城堅く、糧食足りて、容易に陷るべくもあらざれば、持久の謀をなし、
（大町桂月「古城談」1901年 1 号）
の防御がカタイ，あるいはのような「カタク守る」という例は，戦争や勝負，駆け引きにお
いて相手の攻撃に耐え得るような高い守備力，あるいは守備力を高くする意味であると考えられる。
では，守りの「カタさ」のために，勝敗が決まらないという記述があり，敗北につながる変化を
受けにくいと解釈することができる。
次に，籾山（1994, 2002, 2016）において言及がなかった，「基礎」や「基盤」をカタイという
例についても見ていく。
 非常に堅實な國民性をもつて居り、我國は、磐石の樣な堅い基礎の上に置かれて居る。
（小野英二郎「民心動搖の時代」1925年 7 号）
 其勢力を利用して幕府の基礎を堅くすると同時に、更に彼等自身をして内部的に其勢力を減
殺せしむべく極めて巧妙なる手段を執つた、
（東台子「本願寺論（中篇）」1917年 6 号）
では，基礎が「盤石の樣」であると表現しており，立ち位置が安定して崩れにくいことを表し
ていると考えられる。同様の例に，「カタイ根底/根拠/根本/地位」などがある。この例においても，
のように「カタクする」の形で，連用形で用いられることが多い。国立国語研究所（1972）で
はこれらの例は物理的な地質を表す「カタイ地盤」から拡張したと考え，「カタイ鉄」などと同様
の「0. 物体の質がじょうぶであって，力を加えられても形が変わりにくい」のグループに含めて
いるが，のような連用形で「カタクする」とする用法は地質を意味する文脈では稀であり，用法
上の差異があると考えられる。本研究ではこのような例は「概念的な変化を受けにくい」と解釈し，
―  ―
統一的に意味 3［不変］に分類する。
最後に，「約束」などについてカタイという場合の例を見る。
 而して此際一人一日の食糧二十オンスと固く約束したのである、
（山崎直方「最近の南極探檢」1909年11号）
「約束」や「盟約」などは，約束という動作には複数の主体が想定されることから，意味 2 に共
通する要素を有しているとも考えられたが，「約束」に加えられる力として典型的なのは「破る」
であり，「守りがカタイ」におけるカタさに近い。さらに，意味 2 に属するものはいずれも引き離
す力が作用した場合に，「ビンと蓋」「原子と原子」「手と手」「国と国」のように結合をしていた主
体として分離した個体が残るが，「約束」に「破る」力が作用しても，結合の主体を想定しにくい。
これらのことから，「約束」の類をカタイいう例は意味 3 に含まれると考える。
以上のような，決心，人の性質，守り，基礎，約束の類においては，単一の概念において，変化
を受けにくいという性質を有していると考えられる。基本的に籾山（1994）における意味の記述
に従うが，など人間以外が主体となる場合を考慮して「（人間が）」という主体に関する記述は削
除して，この意味を〈状態・性質に関して変化を引き起こそうとする力に対して抵抗感を感じさせ
るさま〉と記述する。
. 意味［表現］【分類・別義】〈表現を受け入れようとする力に対して抵抗感を感じさせ
るさま〉
 日本では雪舟時代によい瀧の圖がある、狩野派には元信にもあるが少し堅過ぎる、探幽の瀑
布圖は私の好むところである。
（田中頼璋「挂瀑四致」1917年13号）
 傳習的の所謂固いとかくどくどしいとか云ふものの形を變へたに過ぎないもので、
（寺崎武男「大戰を豫言せる獨逸戰前の藝術」1917年 9 号）
 石川寅治氏の「南國の船」も徒らに線の堅さと絢爛な色を見るに止まります。
（坂崎坦「帝展の洋畫を觀る」1925年14号）
では，狩野派と探幽の滝の図を比較し，探幽のものは好み，狩野派のものは好まず何かしらの
美的欠点があると主張していることがわかる。の例は，ある人物の芸術の趣味について言及した
文脈で，伝習的な芸術をカタイと表現しているところから「新しさを感じさせず古くさい」といっ
たニュアンスを見て取ることができ，あるいは「くどくどしい」と合わせて表現しているところか
ら，これらの例においては，「感覚的に理解しがたい」ことをカタイと表現していると考えられる。
この種のカタイについて，国立国語研究所（1972）では，「内容などがまじめで娯楽的ではない」
―  ―
「むずかしい，おもしろくないのようなニュアンスをも伴っているばあいがある」と記述している。
これを受けて，籾山（1994）では，「「理解しにくい」「感覚的に違和感を感じる」等，〈受け入れ
ようとする〉と〈抵抗感を感じさせる〉」とまとめ，この意味を〈言語表現（によって表された内
容）に関して受け入れようとする力に対して抵抗感を感じさせるさま〉と記述している。ただし，
先行研究においては，この意味のカタイを本や文章などの言語表現に限定して記述しているが，
やのように，絵画などの芸術における理解のしにくさも，同様であると考えられる。
また，のような例は，国立国語研究所（1972）や籾山（1994, 2016）では，「線が直線的に感
じられる」意として，やのような表現に関する意味とは別の意味として捉えている。しかしな
がら，の例は，絵画の評価において，その線描が滑らかではなく，評価・理解が得られないニュ
アンスが含まれていると解釈できる。本研究では，これに類する例もやと同じ意味に含めて，
この場合のカタイの意味を，〈表現を受け入れようとする力に対して抵抗感を感じさせるさま〉と
記述する。
. 意味［堅実］【分類・別義】〈未確定のある事柄に関してその事柄以外の可能性を考え
る力に対して抵抗感を感じさせるさま〉
 お父さんは極堅いのがお好きで石橋を叩いて渡る方だから伯父さんとは肌合が合はないサ。
（内田魯庵「投機」1901年 5 号）
 白十四までとなりし時黒十五を堅く五九に粘ぐべし
（広瀬平治郎「圍棋新局」1909年14号）
は，慣用句「石橋を叩いて渡る」とあるように，確実で不測の事態に陥ることを避けるような
手段を，カタイと表現している例である。このような例は近代語の雑誌コーパスでは例が少ないが，
も同様の例と考えられ，囲碁における一手について確実な一手を打つ「べし」と表現している。
このようなカタイは，現代語では普通テガタイと表現するであろうが，近代語においてはカタイ単
体でも少数ながら例を見る。
国立国語研究所（1972）ではこの場合のカタイについて，「安全な堅実なやりかたで，信用がお
ける」「確実さ・安定性」という要素が含まれるとし，［硬度］の意味の物体の変形のしにくさから
きていると説明している。籾山（1994）では，「A チームの優勝はカタイ」という例を基に，発話
の段階では勝ち負けの決定は未来の出来事であるため，〈未確定の事柄〉であることが他の意味と
は異なる点であると指摘している。上記のでは，行動によりもたらされる結果全般，では次の
一手による展開・結果が〈未確定の事柄〉となる。籾山（1994）では，この意味を〈未確定の事
柄に関してその事柄以外の可能性を考えようとする力に対して抵抗感を感じさせるさま〉と記述し
ており，本研究においても，その記述に従って意味分類を立てる。
―  ―
. 意味［精神］【分類・別義・意味】〈人間が緊張などの精神状態にあるさま
（が身体動作に現れているさま）〉
 『あ、ピストルの音だ』彼は固くなつて、一散に駈け降りた。
（梅原成基訳/ヘルマン・ランドン作「怪奇探偵小説 緑の扉」1925年 1 号）
 犬養も今度は相手が違つて居るから餘程堅くなつて居る様子で、能く祕密を守るし、
（前田蓮山「各政派の肚の底」1917年13号）
のような場合のカタイは，ピストルの音を聞くことがきっかけとなり話者が緊張状態に陥って
いることを表していると考えられる。においても，普段の相手とは異なる相手との対応により，
「能く秘密を守る」ことから慎重に行動する必要のある，緊張状態にあることが窺える。これらの
例においては，緊張などの特定の精神状態にあることをカタイと表現しており，このことから，
〈人間が緊張などの精神状態にあるさま〉という意味分類を立てることができる。
 味木の居間では廉藏が青くなつて天井の隅を睨みつ金佛のやうに固くなつてゐる。
（内田魯庵「投機」1901年 5 号）
 守備に於て萎縮したのみならず、攻撃に於ても固くなつて居た、
（正宗白鳥「最近の野球界」1909年14号）
一方で，では兼藏という人物が「青くなつて」いるという記述があることから，話し手が平生
の精神状態ではないことがわかるが，それに加えその精神状態が身体に影響を及ぼしていること
が，「金佛のやうに固くなつてゐる」という記述からわかる。でも同様に，文脈中に精神状態に
ついて言及はされていないものの，体が「萎縮」しているところから，身体動作が思うように働か
ないことを表している。このような例を受けて，籾山（2016）では，〈人間が緊張などの精神状態
にあるさま〉からさらに派生させて，「カタイ表情」における〈緊張状態等の平常心ではない心理
状態が表情に現れているさま〉，「動きがカタイ」における〈緊張した心理状態が原因で動きに滑ら
かさがないさま〉，「声がカタクなる」における〈緊張状態等の平常心ではない心理状態が声に現れ
ているさま〉をそれぞれ別の意味として立てているが，いずれも緊張などの精神状態が身体動作に
影響を及ぼした例であり，これらは本研究では全て統合して，〈人間が緊張などの精神状態にある
さま（が身体動作に現れているさま）〉の意味とする。
. その他の意味
国立国語研究所（1972）では，濃い色と薄い色のコントラストから感じられる色調が「カタイ」
と表現する例，あるいは「目がカタイ」という慣用句の用例を挙げており，また籾山（2016）で
は，「カタイ音が鳴る」のように金属などの硬度の高い物質同士の衝突音を表す意味として，〈カタ
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表 カタイの意味分類
意味 意 味 の 記 述 典型的な例
意味 1
［硬度]
〈単一の固体に関して加えられる力に対して抵抗感を感じさ
せるさま〉
鉄はカタイ 肉がカタクなる
体がカタイ カタイ土盤
意味 2
［密着]
〈複数の密着したものに関して引き離そうとする力に対して
抵抗感を感じさせるさま〉
口をカタク閉じる びんの栓がカタイ
カタク握る 結束/団結がカタイ
意味 3
［不変]
〈状態・性質が変化するに力対して抵抗感を感じさせるさま〉 カタイ決意 カタク断る
カタイ守り/人/職業/雰囲気/基礎
カタク約束する 義理ガタイ
意味 4
［表現]
〈表現を受け入れようとする力に対して抵抗感を感じさせる
さま〉
カタイ表現/言葉/話/文体
カタイ絵
意味 5
［堅実]
〈未確定のある事柄に関してその事柄以外の可能性を考える
力に対して抵抗感を感じさせるさま〉
A 氏の当選はカタイ
配当が50万円はカタイ
意味 6
［精神]
〈人間が緊張などの精神状態にあるさま（が身体動作に現れ
ているさま）〉
恐怖で体がカタクなる
カタイ表情/動き/声
イもの同士がある程度の勢いで接触するときに発せられる音の特徴〉を立てているが，近代語の雑
誌コーパスにおいてはこれらに該当する例を見なかったため，分析対象とはしない。
なお，慣用表現の「口がカタイ」という記述を含む用例としては，以下のが見られた。
 さりながら我は其方の心は口ほど堅うはあるまいと氣遣はしくて、
（宮崎三昧「新袈裟物語」1895年 6 号）
国立国語研究所（1972）や籾山（1994）では「口がカタイ」という慣用句における「カタイ」
についてもこの意味に関連付けて言及しており，口がかたく閉じられた状態にあれば容易に言葉を
発せられないことから，「口外しない，秘密を守る」という意味が成立したと説明している。同様
に「（財布の）ひもがカタイ」という慣用句が，財布のひもがカタイ状態にあればお金を容易に出
せないことから，「なかなかお金を出さない」「金を遣うことを渋る」意味が成立していると説明し
ており，慣用句全体としては意味 3 の［不変］に含まれると考えられる。しかしながら，のカ
タイの主体は「心」であり，厳密には「口がカタイ」の用例は 1 件もなく，また「財布のひもが
カタイ」も用例を見なかったため，これらの慣用句も意味分析の対象外とする。
. 意味分析のまとめ
先行研究の意味分類と近代語コーパスの用例をすり合わせた結果，近代におけるカタイは以上の
6 つの意味から成り立つと考えられ，それをまとめたのが表 2 である。以降の表記の分析において
は，表内に示した［ ］内のアイコンを用いて分析を行う。
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表 『太陽』におけるカタイの表記別頻度の推移
表記 1895 1901 1909 1917 1925
全表記 124 103 84 112 158
堅 64 33 38 49 89
固 51 47 30 50 46
硬 1 11 10 8 16
確 3 3 3 0 2
緊 1 6 0 0 0
顰 2 2 3 1 0
牢 1 0 0 0 0
眞面目 0 0 0 2 0
剛 0 0 0 0 1
堅實 0 0 0 1 0
堅固 0 0 0 1 0
仮名表記 1 1 0 0 4
. 「カタイ」の表記
. 『太陽』における「カタイ」の表記の推移
『太陽』における表記別の頻度の推移を示すと，表 3 のようになる。
全体としての推移を見ると，いずれの年度においても100件前後の頻度で使用され続け，1925年
になると150件を超えていることがわかる。
表記別に観察すると，頻度が高く主要な表記は「堅」，「固」，「硬」の 3 表記で，その他の表記
は限定的な使用にとどまっている。「堅」と「固」は，1917年まで拮抗しており，1925年になると
「堅」がやや優勢となっている。「硬」については，1895年の段階においては 1 件のみ使用されて
いるが，1901年に11件まで増加し，その後一定の頻度で使用され続けていく推移が見て取れる。
本稿では，分析に耐え得る頻度を持つ「堅」，「固」，「硬」の 3 表記について，3 の意味分析で立て
た意味分類に従って分析する。
. 「カタイ」の用例分析・考察
カタイの意味分析によって得られた意味分類に従って，全用例（表記の分析の対象としない周辺
的な表記や仮名表記も含める）を振り分けると，表 4 のようになる。
主要な意味分類は，［硬度］，［密着］，［不変］の 3 つで，［表現］，［堅実］，［精神］の 3 つは頻
度の低い周辺的な意味であることがわかる。頻度の推移としては，［密着］と［精神］が微増の傾
向があり，［硬度］は1917年までは横ばいで1925年に急増し，［不変］は1901年に減少した後は安
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表 「カタイ」の意味分類別頻度の推移
意味分類 1895 1901 1909 1917 1925
硬度 12 29 14 19 60
密着 25 23 14 29 37
不変 84 49 48 48 48
表現 1 0 2 7 3
堅実 0 1 4 2 1
精神 2 3 3 7 9
表 「カタイ」の意味分類別にみる各表記の頻度の推移
意味分類 表記 1895 1901 1909 1917 1925
硬度
堅 10 3 4 7 33
固 1 13 1 4 12
硬 0 11 9 8 14
密着
堅 9 7 4 15 20
固 13 10 7 14 15
硬 0 0 0 0 0
不変
堅 45 22 26 21 33
固 35 21 18 25 11
硬 0 0 0 0 2
表現
堅 0 0 0 3 1
固 0 0 1 3 1
硬 1 0 1 0 0
堅実
堅 0 1 4 2 1
固 0 0 0 0 0
硬 0 0 0 0 0
精神
堅 0 0 0 2 1
固 2 2 3 5 7
硬 0 0 0 0 0
定していることがわかる。
次に，主要な表記である「堅」，「固」，「硬」に限定して表記別に，意味分類ごとの頻度を示すと
表 5 のようになる。
［硬度］では，1895年の段階では「堅」が優勢だが，1901年以降「硬」が使用され始めると，
「堅」，「固」，「硬」の 3 表記が混用され，特定の表記がこの意味に慣用があるとは言い難い。1925
年になるとやや「堅」が優勢となるが，圧倒的な差はなく，まだ 3 表記が拮抗していると考えら
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れる。
［密着］においては，「硬」は一切使用されないが，いずれの年次も「堅」と「固」がほぼ同程度
使用されていることがわかる。
［不変］においても同様の傾向が見られ，1917年までは「堅」と「固」が拮抗している。1925年
になると「堅」が［精神］以外の意味分類で優勢となるが，これも有意的な差とは言い難い。
頻度が低く周辺的な意味である［表現］［堅実］［精神］について考察すると，［表現］は特に頻
度が低く，特定の表記が使用されないが，［堅実］においては「堅」，［精神］においては「固」の
優位性が認められる。
カタイの表記についてまとめると，「硬」の意味の範囲が限定されていることや，頻度の低い周
辺的な［堅実］，［精神］の意味分類においては表記の書き分けが認められたが，頻度の高い［硬度］，
［密着］，［不変］の意味においては「堅」と「固」が拮抗し，明確な書き分けが見られなかった。
1925年では「堅」が［精神］を除いた 5 つの意味分類で優勢になる傾向があることから，「堅」が
カタイの代表的表記とする変化があったとも考えられるが，これについては1925年以降の分析が
必要となる。
なお，「硬」が1901年以降［硬度］の意味を中心に使用され始めることについて，実際の用例を
分析していくと，以下ののような例が見られる。
 合金鋼は前述の如く、炭素の外にニツケル、クローム、タングステン等の他金屬を加へて特
殊の硬さ及び強さを與へたもので、多くは軍事用に供するものであることは既に述べた通り
である。
（斎藤大吉「鐵」1917年 2 号）
金属などの硬度の概念を表す「カタさ」の場合，「硬度2」「硬性」という漢語が1901年にそれぞ
れ 2 件・5 件出現しており，それらの漢語に使用される「硬」が「カタイ」の表記として定着し始
めたのが1901年前後ではないかと考えられた。また，［硬度］以外の意味を表す漢語としては「硬
派」「硬論」「硬軟」が見られ，政治や政党に関する記事では保守的で変化しにくい［不変］の意，
芸術に関する記事では［表現］の意で使用されており，カタイに「硬」が［不変］と［表現］の意
味で使用されていることと一致していることから，カタイにおける「硬」の用字の背景には漢語が
あることが推測された。
. 結 論
本稿では，「カタイ」について，現代語の意味分析の研究を踏まえて，近代の雑誌の用例の意味
分析を行い，［硬度］，［密着］，［不変］，［表現］，［堅実］，［精神］の 6 つの意味分類を立てた。そ
の意味分類に従ってカタイの表記を計量的に分析した結果，「硬」の意味の範囲がほぼ［硬度］の
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意味に限定されることや，一部の意味で特定の表記が使用されることが明らかになった。一方で，
「堅」と「固」については1925年の段階でも明確な書き分けは見られず，計量的に分析をしても，
近代においては表記の揺れが残ることも確認できた。
近代語，特に形容詞にはカタイのような表記の揺れが現代語にも残る語が複数存在し，それらの
分析も求められる。また，「硬」の使用の背景に「硬度」などの漢語があることが考えられたこと
から，「堅」と「固」についても，「堅固」など漢語を併せて分析する必要もある。さらに，カタメ
ルやカタマルなどの周辺語との関連性や，1925年以降の表記の分析も，今後の課題としたい。
注
1 籾山（1994）ではそれぞれの意味を「多義的別義」という用語を用いているが，後の籾山（2002），（2016）
では「意味」という用語を用いている。
2「硬度」は『太陽』では 4 件見られるほかに，「堅度」という現代語にはない漢語が 3 件出現している。1925
年に用例が見られるのは「硬度」のみであり，「堅度」は1909年を最後に，例を見ない。カタサの概念を表す
語としての競争において，現代語に残る「硬度」が選択されたと考えられる。
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